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(1) フォローアップ研修会 開催マニュアル 

＜＜留留意意点点＞＞本本資資料料はは、、2025年年 2月月末末時時点点のの暫暫定定版版でですす。。正正式式版版がが完完成成次次第第、、事事業業 HP
（（https://www.peer-spt.org/））にに掲掲載載ししまますすののでで、、そそちちららををごご確確認認くくだだささいい。。 

 
 
 
令和 6年度 厚生労働省委託事業 がん総合相談に携わる者に対する研修事業 

ピア・サポーター

フォローアップ研修会

開催マニュアル（検討版）

 
 

日日時時：： 年年 月月 日日（（ ））、、 月月 日日（（ ））

会会場場：：

主催：

共催：
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フフォォロローーアアッッププ研研修修会会をを行行うう目目的的

 

フォローアップ研修行うことは以下のような様々な意義がある。 

・ ピア・サポーター

・ ピア・サポーターの技術の維持・向上、モチベーションの維持、燃えつき防止 
・ ピア・サポーター同士の相互交流、顔が見える横のつながりの維持 
・ ピア・サポーターが最新のがん医療の情報提供を受ける機会 
・ ピア・サポーターと、行政担当者・医療従事者の相互交流の機会 
 

ピア・サポーターや医療現場の要望をきき、それぞれの地域の状況にあわせて開催頻度、内容を検

討する必要がある（例：ピアサポート活動を頻繁に行う中で困りごとや問題の共有が必要になった、養成

研修から時間がたった方の追加技術研修が必要、多くの地域でピアサポートが開催されておりサポータ

ー同士の交流機会を持ちたい、ピアサポートが十分開催できないなど実践できていないサポーターがい

るためモチベーション維持したい、など）。

ピア・サポーターのモチベーションを維持するために、開催時期を明示し、少なくとも年 回程度はピ

ア・サポーター同士が交流できる機会をつくることが望ましい。

また、将来的には、中心的に活動できるピア・サポーター、教育的に関われるピア・サポーターを養成

する機会を作ることが望まれる。

  

ピアサポート活動における困難の共有と解決 
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フフォォロローーアアッッププ研研修修会会ププロロググララムム

 
◆◆講講 義義 
ゲノム医療、コロナとがんなど時期にあった内容を医療従事者らが講義。新しい知識が増えることで、

学習機会を求める参加者の満足度が高くなることが期待される。

 
◆◆ロローールルププレレイイ 
可能なら模擬患者を用いて、日々の相談で困るようなシナリオのロールプレイを実施。模擬患者の手

配が難しければ、相談員など医療従事者が行うこともできる。

 
◆◆事事例例検検討討 
運営上検討の必要がある事例、日々の困りごと、参加者アンケートなどから事例を取り上げ、グルー

プで議論する。

 
◆◆テテーーママをを決決めめたた「「自自分分のの体体験験をを語語るる」」 
短く体験を語る練習。体験を改めて整理する。 

 

◆◆ピピアア・・ササポポーータターー、、行行政政・・医医療療従従事事者者のの意意見見交交換換のの場場 
ピア・サポーター同士での意見交換、ピア・サポーターと行政・医療従事間で意見交換や情報交換を

する時間を設ける。

 

◆◆ピピアア・・ササポポーータターーののスストトレレススママネネジジメメンントト（（講講義義）） 
ストレスマネジメントに関する講義、リラックス方法について心理士などの専門家から講義・紹介する。

ピア・サポーターのバウンダリーを守ることにつながる。

 

◆◆模模擬擬ササロロンン 基基礎礎・・応応用用 
サロンの流れ(開始～終了まで)や語り合いの雰囲気や様子を知り、がんサロンの「ファシリテーター（司
会進行役）」を体験する。サロンで対応に悩む場面（例えば、特定の参加者だけが話をする）に対応する

ためのヒントを得る。 
 
 
 

※※上上記記のの中中かかららピピアア・・ササポポーータターーととととももにに研研修修会会ププロロググララムムでで取取りり上上げげるる内内容容をを検検討討すするるこことと

がが望望ままししいい。。

  

　サロンの流れ(開始～終了まで)や語り合いの雰囲気や様子を知り、がんサロンの「ファシリテーター

（司会進行役）」を体験する。サロンで対応に悩む場面（例えば、特定の参加者だけが話をする）に対応

するためのヒントを得る。  
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参参 考考 タタイイムムテテーーブブルルのの例例

ああくくままでで一一例例でですすののでで、、実実情情にに応応じじてて編編成成ししててくくだだささいい。。

 
【【例例：：対対面面 11日日】】  
開 始 終 了 所要時間（分） 内 容 

10：00 10：15 15 開会挨拶、オリエンテーション 

10：15 11：00 45 講義 

11：00 11：15 15 ピア・サポーターのストレスマネジメント 

11：45 12：00 45 テーマを決めた「自分の体験を語る」 

12：00 13：00 60 昼休憩 

13：00 16：00 180 ロールプレイ 

16：00 16：10 10 休憩 

16：10 16：50 40 意見交換会 

16：50 17：00 10 閉会挨拶 

 
【【例例：：対対面面 半半日日（（33時時間間））】】  
開 始 終 了 所要時間（分） 内 容 

13：30 13：40 10 開会挨拶、オリエンテーション 

13：40 15：40 120 ロールプレイ 

15：40 15：50 10 休憩 

15：50 16：50 60 意見交換会 

16：50 17：00 10 閉会挨拶 
 
【【例例：：対対面面 半半日日（（33時時間間））】】  
開 始 終 了 所要時間（分） 内 容 

13：30 13：40 10 開会挨拶、オリエンテーション 

13：40 15：40 120 模擬サロン 

15：40 15：50 10 休憩 

15：50 16：50 60 意見交換会・交流会 

16：50 17：00 10 閉会挨拶 
 
 
【【例例：：オオンンラライインン 半半日日】】  
開 始 終 了 所要時間（分） 内 容 

13：00 13：05 5 開会挨拶、オリエンテーション 

13：05 13：30 25 講義 
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13：30 15：25 115 事例検討※ 

15：25 15：35 10 休憩 

15：35 16：45 70 テーマを決めた「自分の体験を語る」 

16：45 16：55 10 閉会挨拶 

※※ロローールルププレレイイをを実実施施ししなないい場場合合ににはは、、事事例例検検討討をを実実施施すするるここととがが望望ままししいい。。
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事事前前準準備備

・ 「ピア・サポーター養成研修会 開催マニュアル」にも研修会の準備に関する項目がありますので参

考にしてください。 
ここからダウンロードできます→ https://www.peer-spt.org/document/ 

 

受受講講者者情情報報ににつついいてて

・ この研修では、「自分の体験を語る」「ロールプレイ」において、自己を追体験するセッションがありま

す。治療中の方や、ロールプレイのシナリオが重層経験となられる方にとって、辛いお気持ちとなら

れる可能性がございます。もちろん、このような方々の受講を排除するものではございませんが、予

め守秘義務に配慮しながら講師・ファシリテーターの方々と情報共有ができるとよいでしょう。 

・ 「*必須項目」は、研修会を円滑に行うためにあるとよい情報です。ロールプレイの際には「ピアサポ
ート、患者会、がんサロンの参加・経験の有無」「診断年・がん種・部位」を参考にグループ分けでき

るのが望ましいです。申し込み時点で、これらの情報を伺うことを推奨します。 
・ 各自治体などで必要に応じて質問を追加したり、申し込み用紙をデザインしたりするなどしてお使い

ください。 
  

「*必須項目」は、研修会を円滑に行うためにあるとよい情報です。ロールプレイの際には「ピア・サポ 
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参参 考考 参参加加申申込込書書（（フフォォーーママッットト））

（ 必須項目）

フリガナ

名 前

生年月 西西暦暦 年年 月月 （（ 歳歳））

メールアドレス

ご住所
〒〒 －－

電話番号

お立場

ががんん患患者者・・ごご家家族族・・ごご遺遺族族・・医医療療従従事事者者・・行行政政関関係係者者

「「ががんん患患者者」」とと回回答答さされれたた方方へへ

診診断断さされれたた年年 （（ 年年））

ががんんのの種種類類・・部部位位 （（ ））

ピアサポートの経験はございます

か
ああるる ・・ ななしし

患者会での活動経験はありますか ススタタッッフフととししてて活活動動・・参参加加者者ととししてて利利用用・・ななしし

がんサロンなどへの参加経験はご

ざいますか
ああるる ・・ ななしし

本研修会を受講しようと思ったき

っかけや、ピアサポートに対する思

いなどがございましたらご記入く

ださい。

研修会に参加するにあたり、配慮し

てほしいことがありましたらお書

きください。

※※本本研研修修はは、、ごご自自身身ががががんんのの体体験験ががああるるこことと、、ももししくくはは、、ごご家家族族やや近近ししいい方方ののががんんをを共共にに体体験験

ししたた方方ででああれればば、、ごご家家族族ややごご遺遺族族のの立立場場ででもも受受講講すするるここととががででききまますす。。治治療療がが終終わわっったた方方だだ

けけででななくく、、治治療療中中ででああっっててもも症症状状がが安安定定しし、、研研修修をを無無理理ののなないい範範囲囲でで受受講講ででききるる方方ででああれればば、、

受受けけてていいたただだくくここととががででききまますす。。

※※研研修修でではは、、ごご自自身身のの体体験験をを語語っってていいたただだくくななどど、、思思いい出出ししたたりり、、言言葉葉ににししたたりりここととがが辛辛いいとと

おお感感じじななるるここととががああるるかかももししれれまませせんんがが、、ススタタッッフフやや講講師師陣陣ももササポポーートトししまますすののでで、、ごご安安心心

くくだだささいい。。

※※個個人人情情報報ににつつききままししててはは、、当当研研修修会会以以外外でではは使使用用いいたたししまませせんん。。適適正正管管理理ののももとと、、研研修修終終了了

後後はは破破棄棄いいたたししまますす。。

  

ピア・サポートの経験はございま

すか*

本研修会を受講しようと思ったき

っかけや、ピア・サポートに対する 

思いなどがございましたらご記入

ください。
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オオンンラライインンでで実実施施すするる際際のの留留意意点点

これらの研修会をオンラインで開催する際の留意点を紹介します。また、各セクションでも留意点を挙

げていますので、併せてご確認ください。 
 

【【事事前前準準備備】】 特にオンライン機器・環境の準備が必要になります。 
 
■■受受講講者者側側  
・ 受講環境、機器（パソコン、カメラ、イヤホン・マイク）の準備 
・ WEB会議システムのアプリケーションの準備（アプリケーションのインストール、アップデート） 
・ 1 人につき 1 デバイスを推奨します。1 デバイスから複数人で参加する場合は、参加する人に名札

を付けてもらうといった工夫が必要です。 
・ アプリケーションソフトが最新のものになっているかを確認しましょう。 
・ 研修中は、個室をつかったりイヤホンを使ったりして、受講者以外に不用意に受講内容を公開しな

いように注意しましょう。受講者同士の個人情報を守ることにつながります。 
 
■■講講師師・・運運営営側側  
〈受講者への案内〉 
・ 受講者には、WEB 会議システムの使い方などを案内しましょう。その際、研修会ルールも併せてご

案内しましょう（質問があるときにチャット使うかどうか、研修会当日の緊急連絡先など）。 
・ 研修前に事前接続テストを行い、そこで受講者のカメラ・マイクの確認をしておくことをお勧めしま

す。 
・ 当日に使う資料は、運営側で印刷し、受講者へ郵送しておくとさらに親切です。 
 

〈WEB環境〉 
・ 可能であれば、受講者、講師・運営共にパソコンで参加することを推奨します。 
・ 特にスマートフォンでは、1画面に映る人数に限界があります。運営側であらかじめWEB会議ツー

ルを実際に使ってみてから、受講人数の決定をしましょう。 
・ 講師・運営はヘッドセットを使用することを推奨します。講義中に施設や自宅の環境音などが入らな

いように工夫しましょう。 
・ 講師・運営は、講義用のパソコン以外に、補助用に 2台目のパソコン、タブレットがあると安心です。 
・ 研修会直前には、講師・スタッフの接続確認を行うことが必須です。 

 
〈WEB会議ツールの設定・利用〉 
・ WEB会議システムの設定に専従できるよう、十分な人数を確保しておきましょう。 
・ 講師・運営は、共同ホストに設定しておきましょう。 
・ 講師・スタッフは、WEB 会議システム以外で連絡手段をもっておくことが大切です（たとえば、ＬＩＮＥ

のグループや Messenger などの SNS ツール）。講師・スタッフの接続が不安定になってしまったと
き、グループワークの編成が変更になったときなどに連絡を取り合い、フォローし合える体制をつく
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っておきましょう。 
・ 研修会の最中に、気分がつらくなった受講者が入れる部屋を設け、講師・スタッフのだれが対応す

るか決めておきましょう。Zoomではブレークアウト機能を使って対応することができます。 
・ 〈プログラムの工夫〉 
・ 研修時間を早く始めて、早く終わるようにすると良いかもしれません。特に、自宅等から参加する人

は家事など気になったり、自宅と受講環境が切り離せないといった課題があります。必要に応じて

時間割を編成してください。 
・ オンライン開催では、対面開催に比べて受講者が自由に気持ちなどを話し合う時間を取ることが難

しいです。オンラインで開催する際には、閉会前に受講者が気持ちや感想などをお話しできる時間

を設けたり、講師・運営がリラックス方法を紹介する時間を設けたりするなどの対応をお勧めしま

す。 
 
【【参参 考考】】  
・ 委託事業では、ピア・サポーター養成研修会の一部のプログラムを動画にしています。下記から視

聴の申込ができます。 
https://www.peer-spt.org/activity20210228/ 

・ 全国がん患者団体連合会「オンラインでのピア・サポート留意事項の手引き」 
http://zenganren.jp/?p=2730 
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◆◆講講 義義

所用時間：30分～1時間程度 

用意するもの： PC、プロジェクター、レーザーポインター 

【【学学習習目目標標】】  
・ がん医療は日々進歩しているので、自分の経験が過去のものになっている場合がある。知識のア

ップデートができ、視野を広げられるような機会にする。 
・ 新しい知識が増えることで、学習機会を求める参加者の満足度が高くなることが期待される。 
 
【【内内容容（（講講義義のの例例））】】  
・ がん医療 

・ 個別のがん医療トピックス 
・ ピアサポートに関する基本知識の復習 
・ その時の話題になっていること （たとえば、新型コロナウイルスとがん、ゲノム医療など） 
・ 地域の医療資源や条例、妊孕性温存やウィッグの助成など、地域によって異なること 
・ がん対策推進基本計画、がん診療連携拠点病院に関すること（がん診療連携拠点病院の指定要

件）など国の施策に関すること 
・ 地域の患者会活動や、近隣の自治体の取り組みに関すること 
・ 小児、AYA世代のがんに関すること 
・ 就学、就労に関すること 
・ 緩和ケア、ご遺族のケアに関すること 

  
【【事事前前準準備備】】  
・ マイク、プロジェクター、音響などのチェックをしておく。 

 
【【座座 席席】】  
・ スクール形式で行う。 

  

ピア ・ サポートに関する基本知識の復習
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◆◆ロローールルププレレイイ

所用時間：130分～180分程度 

用意するもの： PC、プロジェクター、レーザーポインター、役割のネームプレート 

【【ははじじめめにに】】  
この「ロールプレイ」の項目は、ピア・サポーター養成研修会でも実施しているプログラムです。ピアサ

ポートに必要なスキルを守りながら、繰り返し取り組むのがよいでしょう。 
 
【【学学習習目目標標】】  
・ ピア・サポーターの役割、活動指針、コミュニケーションの基礎など研修で学んだことを踏まえて実

際に相談、対応を経験する。 

・ ピア・サポーターと利用者という意識をもつことで、傾聴や寄り添うことの難しさも含めた気づきが得

られる。 
・ サポーター、利用者、観察者、それぞれの役割での気づきを言葉にし、振り返りの意義を感じること

ができる。 

【【事事前前準準備備】】  
・ 可能であれば、講義を行う主会場以外にロールプレイ用の部屋を用意する。オリエンテーション、デ

モンストレーションは主会場スクール形式で実施（デモンストレーションに 3 名必要。本冊子 p.35～
36 ロールプレイシナリオ【ロールプレイ実演】を参照）。

・ 別室にグループごとに島をつくっておく。 
・ グループは、受講生 4名＋ファシリテーター1名で、事前にグループ分けを済ませておく。 
・ グループ分けの際、同じ患者会やグループの仲間、友人・知人などは同じグループに固まらないよ

う注意する。また、個性の強い（影響力のありそうな）参加者も同じグループに集中しないよう調整

する。 
・ 参加者の背景や経験など、事前にわかる範囲で情報収集をしておく。シナリオと酷似した体験を有

する参加者がいた場合は、使用シナリオを考慮する。 
・ 4名の倍数にならない場合のグループ分けについて 

① 名のグループ分けとする、または、 名と 名のグループで構成する

名の場合は、 つ目のセッションは希望を取る（もう一度チャレンジしたい人を募る）

② 名以上の場合は、最大でも 名とする。

名以上となった場合も、必ず全員がそれぞれの役割を担うよう対応表を考える。ピア・サポータ

ー役を 名にしたり、利用者役を複数にするなどグループ内の人数の割り振りを当日までに考え

ておくとよい。

・ シナリオ（利用者役の相談内容）をグループの数分用意しておく。 
・ 全体進行、グループごとのファシリテーターのほかに、フリーのファシリテーター（スタッフ）を配置す

る。 
・ それぞれの役柄が書かれたネームカードのようなものを用意するとよい。 
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【【座座 席席】】  
オリエンテーション、デモンストレーション：スクール形式で行う。 
グループごとに島をつくる。できるだけ間隔を空ける。 

【【参参加加者者】】  
・ ピア・サポーターのみ（医療従事者、行政担当者は周囲で見学）。 

 
【【進進めめ方方】】  
・ オリエンテーション（進め方・動機づけ）⇒ファシリテーターによる模擬演技を行う。 
・ 用意したシナリオを利用者役に渡し、セッションをスタートする。 
・ セッションの都度、ファシリテーターを中心にグループごとに振り返りを行う。 

・ 2 セッション終了時に休憩を挟む（体を動かすなど必要に応じて声かけ）。時間に余裕があれば、セ
ッションごとに休憩を挟む。 

・ 4 セッション終了したら、参加者からの感想やファシリテーターからの報告など、ロールプレイでの学
びや気づきを全体でシェアする。 

・ セッションの時間については、プログラムでの時間配分によって模擬面談の時間や振り返りの時間

を調整する。 
 
【【時時間間配配分分のの例例①① 112200分分】】  
所要時間 形 式 内 容 

20分 全体 オリエンテーション・模擬演技。グループの発表→分かれる 

20分 グループごと セッション 1 （役づくり 1分⇒模擬面談 6分⇒振り返り 13分） 

20分 グループごと セッション 2 （役づくり 1分⇒模擬面談 6分⇒振り返り 13分） 

5分～10分  休憩 

20分 グループごと セッション 3 （役づくり 1分⇒模擬面談 6分⇒振り返り 13分） 

20分 グループごと セッション 4 （役づくり 1分⇒模擬面談 6分⇒振り返り 13分） 

20分 全体 全体振り返り 

 
【【時時間間配配分分のの例例②② 118800分分 （（推推奨奨）） 】】  
所要時間 形 式 内 容 

20分 全体 オリエンテーション・模擬演技。グループの発表→分かれる 

30分 グループごと セッション 1 （役づくり 2分⇒模擬面談 10分⇒振り返り 18分） 

10分  休憩 

30分 グループごと セッション 2 （役づくり 2分⇒模擬面談 10分⇒振り返り 18分） 

30分 グループごと セッション 3 （役づくり 2分⇒模擬面談 10分⇒振り返り 18分） 

10分  休憩 

30分 グループごと セッション 4 （役づくり 2分⇒模擬面談 10分⇒振り返り 18分） 

20分 全体 全体振り返り 
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【【ここののセセッッシショョンンででのの留留意意点点】】  
・ あらかじめ用意したシナリオをセッションの都度、利用者役に渡す。 
・ 時間内に完結する必要はないこと、途中で終わってもよいことなどを伝える。 
・ 早く終わった場合は、静かにセッション終了の合図まで待ち、振り返りを先に始めない。 
・ 辛くなったら、いつでも辞めてよいことを保証する。 
・ ファシリテーターは良い点をほめ、建設的な指摘を行う。講義で触れたスキル（視線、距離、座る位

置などの非言語的、話を聞く、自分の経験の伝え方など言語的）に基づきフィードバックする。各シ

ナリオのねらいも意識してコメントする。 
・ セッションが終わったら、役を「降りる」ことを説明する。全員で体を動かすなど声かけを行う。 （経

験と重なり、精神的な負担になることもあるので、気持ちの転換を行うブレイクを最後に行うとよい） 
・ 医療者や行政などセッションに直接関わらない見学者やスタッフは、ロールプレイの妨げとならない

ような場所や態勢で見守ってもらうようアナウンスする。最後の全体での振り返りに感想を求めても

よい。 
・ 精神的に辛いときは、途中で止める、休憩をとるなどもよいことを伝える。 
 
【【オオンンラライインンでで実実施施すするる際際のの留留意意点点】】  
・ 対面で行う際は、用意したシナリオをピア・サポーターに紙で渡すことができるが、オンラインではそ

れができないので、WEB 会議システムのチャットを利用し、個別にシナリオを送るといった方法をと

るとよい。 
・ チャットが使えない人には、事前にシナリオを郵送という方法もある。ただし、全員に全シナリオを送

らないように注意する（チャット上で送り先を選択して送信をする）。 
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【【そそのの他他】】  
模擬患者の活用：地域によっては、医療コミュニケーション技術研修のための模擬患者が利用できる地

域もある。より緊張感をもってロールプレイに臨むには、模擬患者を活用するという方法もある。 

 
【【参参考考：：ロローールルププレレイイののロローーテテーーシショョンン】】  
 

4人グループ 
 A B C D 
1回目 利用者役 観察者 ピア・サポーター役 観察者 

2回目 観察者 利用者役 観察者 ピア・サポーター役 

3回目 ピア・サポーター役 観察者 利用者役 観察者 

4回目 観察者 ピア・サポーター役 観察者 利用者役 

 

5人グループ 

 A B C D E 
1回目 利用者役 観察者 ピア・サポータ

ー役 
観察者 観察者 

2回目 観察者 ピア・サポータ

ー役 
観察者 ピア・サポータ

ー役 
利用者役 

3回目 ピア・サポータ

ー役 
観察者 利用者役 観察者 観察者 

4回目 観察者 利用者役 観察者 利用者役 ピア・サポータ

ー役 
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◆◆事事例例検検討討

所用時間：1～2時間程度 

用意するもの： PC、プロジェクター、レーザーポインター、ホワイトボード、模造紙、付箋 

【【学学習習目目標標】】  
困難事例の対応を学ぶ。自分の対応に自信をもてるようにする。他の人の対応を見て学ぶ。 
 
【【内内容容】】  
・ 運営上、検討の必要がある事例や、参加者アンケートなどから事例を取り上げ、グループで議論す

る。 
 
【【事事前前準準備備】】  
・ 各グループでどの事例を検討するか、あらかじめ決めておく。（全グループ同一の事例を検討する

か、グループごとに異なった事例を検討するか。異なる事例を検討する場合には、くじ引き・指定制

などどのように決定するか）  
・ グループ編成をあらかじめ考えておく。1グループ 5～6人程度までが参加しやすい。 
・ 事例によって検討時間、まとめの時間を増減させるとよい。 
 
【【座座 席席】】  
・ オリエンテーション：スクール形式で行う。 
・ 事例検討：グループごとに島をつくる。できるだけ間隔を空ける。 

【【進進めめ方方】】  
・ はじめ 10～15分程度でオリエンテーション（進め方・動機づけ）を行い、グループ編成の発表、グル

ープに分かれる。 
・ グループに分かれたあと、進行役、記録役、発表者役を決める。医療従事者や運営スタッフが参加

する場合は進行役・記録役を担うと参加者が議論に集中しやすい。 
・ 事例検討が終了したら、全員で振り返りを行う。参加者からの感想やファシリテーターからの報告な

ど、事例検討での学びや気づきを全体でシェアする。 
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【【時時間間配配分分のの例例】】

所要時間 形 式 内 容 

10分～15分 全体 オリエンテーション（進め方・動機付け） 
グループ編成の発表、グループに分かれる 

5分 グループごと アイスブレイク、自己紹介 
発表者を決める 

20分 グループごと 事例 1の検討 
・事例検討をする 
・グループごとのまとめをする 

5分× 
グループ数 

全体 事例 1の全体振り返り 
・グループごとにまとめを発表する 

30分 グループごと 事例 2の検討 
・事例検討をする 
・グループごとのまとめをする 

7分× 
グループ数 

全体 事例 2の全体振り返り 
・グループごとにまとめを発表する 

【【ここののセセッッシショョンンででのの留留意意点点】】  
・ ホワイトボード、模造紙、付箋などを用いることで議論が深まる。 
・ 唯一の正しい正解があるわけではない。 
 
【【オオンンラライインンでで実実施施すするる際際】】  
・ Word、PowerPoint、メモ帳などを画面共有し、そこに書き込みながら検討を進めると議論が深まる。

そのため、あらかじめ書記を決めておくとよい（画面共有、文字入力に慣れている人）。 
・ WEB会議ツールの画面共有の権限をあらかじめ確認しておく。 
・ 検討事例は画面共有できるように用意しておく。 
 
【【事事例例検検討討のの内内容容】】  
・ 具体的な相談事例について考える。 

（例） ○歳の男性、△△がん。「□□」について相談にやってきた。どのように対応するか。 
・ 実際の事例は使わない方がよい。実際の事例を扱う場合には、個人を特定できるような内容になら

ないよう慎重に配慮する。 
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◆◆テテーーママをを決決めめたた「「自自分分のの体体験験をを語語るる」」

所用時間：30分～1時間程度 

用意するもの： PC、プロジェクター、レーザーポインター 
 
【【学学習習目目標標】】 
・ 自分の体験を言葉として振り返り、必要があれば感情的な問題に気づく。 
・ 体験を整理しておくことの大切さを学ぶ。 
・ 体験の多様性に気づく。 
・ 一定の時間内に、体験を語る経験をする。 
・ 仲間の体験を知る。 
 
【【事事前前準準備備】】 
・ 事前に話す順番を決めておくことが望ましい（受け付け順、名簿順、くじ引き、ランダム、挙手制など。

くじ引きの場合は、受け付け時に行うなど、このセッションの開始までに終わらせておくとよい）。 
 
【【座座 席席】】  
・ （可能なら）机を下げ、椅子を前に出しシアター形式に変更する。構造上難しければ、スクール形式

でもよい。 
・ 発表は、参加者が前に出て行う。 

 
【【進進めめ方方】】  
・ テーマをあらかじめ 9つほど挙げておく。 
・ 受講者がテーマの中から 1つ選び、テーマに沿って 1分で自分の体験を話す。 
・ 語り終えたら、進行役が必要に応じてフォローのコメントを入れる。 
・ 2周目を設けてもよい。 

 
【【時時間間配配分分のの例例】】  

所用時間 内 容 

10分 進め方の説明、講師によるデモンストレーション 

3分×人数 「自分の体験を語る」1周目  
・受講者：話すテーマを選択し、テーマに沿って 1分で話す 
・進行役：フォローやコメント、次の人へ交代（1～2分） 

3分×人数 「自分の体験を語る」2周目  
・受講者：話すテーマを選択し、テーマに沿って 1分で話す 
・進行役：フォローやコメント、次の人へ交代（1～2分） 
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【【ここののセセッッシショョンンででのの留留意意点点】】  
・ タイムキーパー係を用意する。話の途中であっても、1分で中止の合図をする。 
・ 1 分で終わらせる必要はないが、目標にはしてほしい。自分の体験を語るときの時間感覚を経験す

ることが目的。 
・ フォローでは学習目的を意識する。時間の感覚や感情のゆらぎ、経験の大変さを肯定的に評価し、

大丈夫であると安心感を与える（保証する）。 
・ 参加者全体で振り返りをする時間が重要。 
・ 話し手も聞き手も、辛いときはいつでもストップできることを保証する。 
・ 語るテーマは、その場で発表する。事前に受講者には知らせない。 
 
【【オオンンラライインンでで実実施施すするる際際のの留留意意点点】】 
・ 特にオンラインでは、聴講する側はリアクションを大きく取るように心がける（大きくうなずく、大きな

リアクションで拍手する）。 
・ 基本的には、受講者は画面をオンにして参加する。気持ちが辛くなったらオフにしてもよいことを伝

える。 
・ 気分が辛くなった受講者が入れる部屋を設け、講師・スタッフのだれが対応するか決めておく。

Zoomでは、ブレークアウト機能を使って対応できる。 
 

【【語語るるテテーーママのの例例】】 
1. 家族や大事な人に何と伝えた？ 
2. 近所の人や周りの人には話した？ 
3. 治療を決めるときのエピソードは？ 
4. 検査や治療で辛かったことは？ 
5. 告知されたときどう思った？ 
6. 副作用や後遺症で辛かったことは？ 
7. 仕事や介護、子育てなどで悩んだ？ 
8. 不安でたまらないときどうしている？ 
9. 主治医の先生って話しやすい？ 
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◆◆ピピアア・・ササポポーータターー、、行行政政・・医医療療従従事事者者のの情情報報交交換換・・意意見見交交換換

所用時間：30分～1時間程度 

用意するもの： PC、プロジェクター、レーザーポインター 

【【学学習習目目標標】】    
・ ピアサポート活動における困難の共有と解決、ピア・サポーター同士の相互交流を図る。 
・ ピア・サポーターと、行政担当者・医療従事者の相互交流の機会とする。 
 
【【内内容容（（情情報報交交換換・・意意見見交交換換のの例例））】】  
・ ピア・サポーター同士による日々の活動・運営方法に関しての意見交換・情報交換をする。 

（例）日々の活動についての困りごとについて検討する。 

（例）活動後の振り返りシートの書き方について検討する。 
・ ピア・サポーターと医療従事者で、患者と医療従事者のコミュニケーション方法の意見交換をする。 
・ ピア・サポーターと行政で、行政に求めることに関する意見交換をする。 
 
【【事事前前準準備備】】  
・ 何をテーマにするか、運営側で事前に入念な検討をする。 
 
【【進進めめ方方】】  
・ はじめ 5～10分程度でオリエンテーション（進め方の確認）を行い、グループ編成の発表、グループ

に分かれる。 
・ グループに分かれて 20～30 分程度の情報交換・意見交換を行った後、議論を全体で共有する時

間をもつ。 
 
 
【【ここののセセッッシショョンンででのの留留意意点点】】  
・ 人数が多い場合には、あらかじめグループ編成を決めておく。 
・ ホワイトボード、模造紙、付箋などを利用すると議論が深まる。 
・ 必要に応じて、記録は残しておく。 
 
【【オオンンラライインンでで実実施施すするる際際のの留留意意点点】】  
・ Word、PowerPoint、メモ帳などを画面共有し、そこに書き込みながら検討を進めると議論が深まる。

あらかじめ書記を決めておく（画面共有、文字入力に慣れている人）。 
・ WEB会議ツールの画面共有の権限をあらかじめ確認しておく。

132（資 20）

Ⅷ．資料集



◆◆ピピアア・・ササポポーータターーののスストトレレススママネネジジメメンントト（（講講義義））

所用時間：15分～30分程度 

用意するもの： PC、プロジェクター、レーザーポインター 
 
【【学学習習目目標標】】    
・ ストレスマネジメントに関する講義、リラックス方法などを取り上げ、ピア・サポーターの燃えつきの

防止、バウンダリーを守ることにつなげる。

【【内内 容容】】  
・ 一般的なストレスマネジメントに関する講義とする（ストレスとは何か、ストレスとの付き合い方、疲

れたときのリラックス方法：呼吸法やストレッチなど） 

・ ピア・サポーターが困ったときに相談できる環境（同じピアサポート活動を行っている医療者、心理

士、精神科医など）についての情報提供ができるとよい。 
 
【【事事前前準準備備】】  
・ マイク、プロジェクター、音響などのチェックをしておく。 
 
【【座座 席席】】 
・ スクール形式で行う。 
 
【【留留意意点点】】  
・ リラックス法の実演については好みがあるので、行うかどうかは事前に運営側で十分に相談してお

く。 
・ 精神科、心理士などのメンタルヘルスの専門家が講義を担当できるとよい。 
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◆◆模模擬擬ササロロンン基基礎礎

所用時間：60分～100分程度 

用意するもの： PC、プロジェクター、レーザーポインター 
 
 
【学習目標】  
・ サロンの流れ(開始～終了まで)や語り合いの雰囲気や様子を知ってもらう。 
・ サロンでファシリテーターを務める際の留意点などを知る。 
 
【事前準備】  
・ 模擬サロンでファシリテーター役を務める講師を決めておく。 

・ 受講者のうち 5～6 名程度に「サロンの参加者役」になってもらう。挙手で参加者を募るか、事前に
指名しておくか検討しておく。 

・ 都道府県や拠点病院等で利用している「サロンのルール」をA4用紙1枚程度にまとめておき、当日
模擬サロン参加者に渡せるように準備しておく。 

 
【座 席】  
・ 部屋前方に椅子 5～6個を車座に並べる。
・ 残りの受講者は、サロンの周りに着席し、やりとりが見やすいところに適宜移動する。

【進め方】  
・ この講義(ワークショップ)の目的、進め方をオリエンテーションで説明する。(5分～10分程度) 
・ オリエンテーション後、「サロンの参加者役」の受講者5～6名に車座の席に出てきてもらう。（挙手、

指名など。これまでサロンに参加したことのない人がいれば、「サロンの参加者役」として参加しても

らえるとよりよい。） 
・ 「サロンの参加者役」以外の受講者は、サロンの様子が観察できる位置に移動する。 
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・ ファシリテーター役の講師は、「サロンの開始(挨拶等)」「ルールの確認」「参加者の自己紹介」「相
談したい方のテーマを取り上げる」「まとめ・終了の挨拶」といった流れで模擬サロンを進行する(15
分～30 分程度)。参加者役はサロンの参加者として、ファシリテーター役の進行に沿って自由に発
言をしてもらう。可能であれば15分～30分の中で、サロンの一連の流れを完結し、「まとめ・終了の
挨拶」まで扱えるとよりよい。 

 残りの受講者は模擬サロンのやりとりの様子を観察者として見学する。 
・ 模擬サロンの終了後、やりとりの関する解説を行う。 
・ 必要に応じて、養成研修でも利用する「グループファシリテーションのために」のスライドを用いて講

義を行う。 
・ ◆任意◆ 

 解説後、セッション 2 回目として、受講者のどなたかがファシリテーター・サブファシリテーター
役になり、サロンの進行を体験していただく。 

 ファシリテーター・サブファシリテーター役の両方をピア・サポーター（受講者）に担ってもよいし、

どちらかを医療者に担ってもよい。各地域の活動の実態にあわせて役柄を設定するとよい。 
 模擬サロンのあと、ファシリテーター・サブファシリテーター役、参加者役に感想や気づきを話し

てもらい、講師からのフィードバック等を行う。時間配分等によっては、周りで見ていた受講者

からも感想などを述べていただく。 
 
 
【留意点】  

 

・ ピア・サポーター養成研修（基礎研修）の「グループファシリテーションのために（講義）」と併せて扱

ってもよい。 
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【時間配分の例】  

時間配分 内容 

5～10分 進進めめ方方オオリリエエンンテテーーシショョンン 
15分～30分 模模擬擬ササロロンン①① 【【進進行行例例をを見見せせるる】】 

 講師がファシリテーター役を務める。 
 ファシリテーター役が「サロンの開始」「ルールの確認」「参加者の自己

紹介」「相談したい方のテーマを取り上げ、話していただく」その後はフ

ァシリテーター役の進行に合わせて参加者役が自由に話していただ

く。→「終わり（まとめ、閉会の挨拶）」 

10分程度 模模擬擬ササロロンン①① 解解説説 
 講師・ファシリテーター役から気を付けたところ、心がけたことなどを解

説する 

15分～30分 ◆◆任任意意◆◆ 
模模擬擬ササロロンン②② 【【実実際際にに体体験験ししててみみるる】】 
 受講者や医療者に、メインファシリテーター役、サブファシリテーター役

を務めてもらう。 
 参加者役(4～5名)を受講者から募る（挙手、指名） 
 「サロンの開始」「ルールの確認」「参加者の自己紹介」「相談したい方

のテーマを取り上げる」→(自由に話していただく)→「終わり（まとめ、
閉会の挨拶）」 
※時間配分によっては「ルールの確認」を省略しても良い 

10分～20分 模模擬擬ササロロンン②② 解解説説 
 メインファシリテーター役、サブファシリテーター役、参加者役などから

対応した感想などを話してもらい、講師からもフィードバックを行う。 
 必要に応じて「グループファシリテーションのために」のスライドを用い

ながら講義を行う。 

 
【参考】 
・ ピア・サポーター養成テキスト 2023年度版 p.49～63 

「Ⅴ ピア・サポートの活動と実践 ～グループでのピアサポート活動」 

※ピア・サポーター養成テキスト 2020年度版にも記載があります。 
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◆◆模模擬擬ササロロンン応応用用

所用時間：60分～120分程度 

用意するもの： PC、プロジェクター、レーザーポインター 

【学習目標】  
・ がんサロンの「ファシリテーター（司会進行役）」を体験する。 
・ メインファシリテーター、サブファシリテーターの役割分担について学ぶ。 
・ がんサロンで対応に悩む場面（例えば、特定の参加者だけが話をする）に対応するためのヒントを

得る。 
・ がんサロンを実際に運営する際の、事前の打ち合わせ・終了後の振り返りを経験し、準備や振り返

りの重要性を知る。 
 
【事前準備】  
・ プログラム、時間配分、受講者数、部屋の大きさなどの状況に合わせて、何セッション取り上げるか

を検討する。 
・ 受講者 6～8人で１グループを組む。あらかじめグループを編成しておくと良い。 
・ 6～8名の役割分担は下記の通り。 

 メインファシリテーター：1名（受講者） 
 サブファシリテーター：1名（受講者） 
 役割の与えられた参加者：1名（見学の医療者や活動経験の長いピア・サポーター） 
 一般の参加者：4～5名（受講者） 
 アドバイザー：1名（グループの進行、時間管理等。講師等が務める） 

・ 役割の名札：「メインファシリテーター」「サブファシリテーター」を準備する。 
・ 「役割の与えられた参加者」役には、事前に担っていただく役柄（シナリオ）を説明する。 
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【座 席】  
・ 部屋に椅子 8～9個を車座に並べる。グループの数だけ島を用意する。

【進め方】  
・ この講義(ワークショップ)の目的、進め方をオリエンテーションで説明する。（5分～10分程度） 
・ オリエンテーション後、グループに分かれ、簡単な自己紹介を行う。 
・ 1セッションの進め方： 

役作り 1分 →模擬サロン 9分→グループディスカッション(セッションの振り返り)10分 
・ グループディスカッション(セッションの振り返り)10分の進め方： 

「メインファシリテーター役・サブファシリテーター役(ピア・サポーター)」→「役割を持った参加者役」
→「一般の参加者」→「アドバイザー」の順に、感想や意見を一言ずつ述べたあと、全員で話し合い

を行う。 
 
【シナリオの例】  
・ 「役割の与えられた参加者」役には、下記のような参加者役を担っていただく。 

(1) ずっとしゃべり続ける参加者 （※） 
(2) 健康食品を強く勧める参加者 
(3) 治療や病院の良し悪しの話をする参加者 
(4) 参加者のうち、知り合いの 2 人が別の話題で盛り上がってしまう（「役割の与えられた参加者」

が 2名必要） …など 
・ 「役割の与えられた参加者」役は、これらのお題に沿って自由に話していただく。詳細な背景や内容

は決めていないので、アドリブで構わない。ご自身のこれまでの相談経験などを参考に自由に表現

していただく。 
・ 「シナリオ 例（1）ずっとしゃべり続ける参加者 （※）」に関しては、下記のような背景をイメージして

いただくとより効果的である。 
 治療が一段落している。 
 話したいテーマ、相談したいことが定まっておらずとめどなく話し続ける。（例えば、がんの診断

～治療～現在に至るまでを時系列で話し続ける） 
・ 「役割の与えられた参加者」役は、活動経験の長いピア・サポーターの方に演じてもらえるとよりよ

い。 

・ ピア・サポーター養成テキスト 2023 年度版 p.66～84 「Ⅵ がんサロンで起こり得る事例と対応の

ヒント」に記載のあるような場面を取り上げられるとよい。 
 
 
 
 
 

138（資 26）

Ⅷ．資料集



【時間配分の例】  
時間配分 内容 

5～10分 進進めめ方方オオリリエエンンテテーーシショョンン 
 講義形式で、この後のロールプレイの進め方を確認する 
 グループに分かれる 
 セッション 1のメインファシリテーター、サブファシリテーターを決める 

20分 ササロロンンロローールルププレレイイ セセッッシショョンン①① (例：ずっとしゃべり続ける参加者) 
 役作り 1分 →模擬サロン 9分→グループディスカッション(セッション

の振り返り)10分 

20分 ササロロンンロローールルププレレイイ セセッッシショョンン②② (例：健康食品を強く勧める参加者) 
 

10分 休憩 

20分 ササロロンンロローールルププレレイイ セセッッシショョンン③③ (例：治療や病院の良し悪しの話をする
参加者) 

20分～30分 全全体体共共有有 
各グループでの話し合いの内容、グループで解決できなかった話題などを

全体に共有する。 

 
 
【留意点】 
・ 受講者 6 人以下でグループを組んでもよいが、少なくなりすぎないようにグループを組めるとよい。

（グループの構成人数が 3～4 人になってしまうと、個別相談に近いシチュエーションになってしまう
ため） 

・ 病院等のサロンに参加・協力する際、ファシリテーター、サブファシリテーターの役割を担わず、一

般の参加者として参加しても、研修を受けたピア・サポーターならではの役割（例えば、ファシリテー

ターが進行に困っているときに助け舟を出せるなど）があることに気がつけるとよりよい。 
 
【参考】 
・ ピア・サポーター養成テキスト 2023年度版 p.66～84 

「Ⅵ がんサロンで起こり得る事例と対応のヒント」 
※ピア・サポーター養成テキスト 2020年度版にも記載があります。 
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参参 考考 ロローールルププレレイイ・・デデモモンンスストトレレーーシショョンンののシシナナリリオオ

ピア・サポーター養成研修会では、ロールプレイに入る前に講師・スタッフでデモンストレーションを行っ

ています。 
 

進行役   ：   ピア・サポーター役 ： 
利用者役 ：   観察者役        ： 
※模擬で行う際は、実際にサロンへ入る時点からロールプレイを開始するとよい。 
 

担担当当・・役役 内内容容・・セセリリフフ 

進行役 演習開始の促し 

利用者役 あの・・・、こちらで相談会をしていると伺ってきたのですが・・・ 

ピア・サポーター役 ええ、どうぞこちらへお入りください。 
こちらの椅子へおかけください。 

利用者役 ありがとうございます。 

ピア・サポーター役 ピア・サポーターの＠＠と申します。私自身、＠年前にがんを体験した経験

者です。本日は宜しくお願いします。 
差し支えなければお名前をうかがってもよいですか？  

利用者役 ＠＠と言います 

ピア・サポーター役 ＠＠さん、はじめまして。どうされたのですか？ 

利用者役 ＜暗い表情で＞ 
「2年前に胃がんの手術をしたんです。先週の定期検査の結果を今日聞き
にきたら、再発の可能性があるって言われたんです」 

ピア・サポーター役 ＜心配そうに＞ 
「それはびっくりしたでしょう」 

利用者役 「そうなんです。先生の話の後ちょっと泣きそうになっちゃって」 
「みなさんも、がんの経験者なんですか？」 

ピア・サポーター役 「そうですよ。私は○○がんをしました。でも、治療がうまくいって、今はとて

も元気です」 

利用者役 ＜悲しそうに＞ 
「あなたは、治ったんですね。うらやましい・・・」 
「再発してたらどうしよう・・・」 

ピア・サポーター役 ＜少し慌てた様子で＞ 
「まだ、再発と決まったわけじゃないし・・・」 
「あ、でも、泣きたいときは泣いたほうがいいですよ。ここは泣いても大丈夫

な場所なんですよ」 
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利用者役 ＜ちょっと戸惑いながら＞ 
「ありがとうございます・・・」 

進行役 はい、終了です。ピア・サポーター役の○○さん、いかがでしたか？ 

ピア・サポーター役 “なんとか励ましてあげたいな”と思いました。あと、自分は辛いときにサロ

ンで思い切り泣いたら楽になったことを思い出したので、ここは泣いてもよい

ところだよってことを伝えてあげたいと思いました。 

進行役 では、利用者役の○○さん、ピア・サポーターさんの対応を受けてどうでし

たか？ 

利用者役 落ち込んでいる私を励ましたいという気持ちは感じました。ただ、泣いてもい

いよと言われても、初対面の人の前ではちょっと嫌だなと感じてしまいまし

た。 

進行役 観察者役の○○さん、どうでしたか？ 

観察者役 そうですね。力になってあげたいという気持ちは、私にもよく伝わってきまし

た。ただ、「再発と決まったわけじゃないし・・」というのは、少し無責任ななぐ

さめかもしれないなと感じたので、それは言わなくてよかったように思いま

す。 

進行役 ありがとうございます。こんなふうに進めていきます。 
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参参 考考 ロローールルププレレイイののシシナナリリオオ（（相相談談内内容容））ととねねららいい

ピア・サポーター養成研修会では、下記のシナリオを取り上げて実施しています。

＜＜シシナナリリオオ（（相相談談内内容容））＞＞

利用者役の相談内容。グループの数の分だけプリントしておく。事前配布せず、当日のセッション毎に、

進行役（運営）が利用者役の受講生に渡し、利用者役はこの内容に沿って相談を行う。
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＜＜シシナナリリオオ（（相相談談内内容容））ののねねららいい＞＞

＜シナリオ（相談内容）のねらい＞は、講師・運営のみで共有し、研修前の受講者に開示しないように注

意する。

「「セセッッシショョンン 相相談談内内容容」」ののねねららいい

・がんと診断されたばかりで、漠然とした不安を抱えている利用者に対して、どのような寄り添い方が

できるか。 
・サロンやピアサポートのこともよくわからないままなんとなく来てしまったという利用者にじっくり向き

合う経験をする。 
・経験を話してくれと言われたとき、相手の反応を見ながら自分の体験を話せるとよい。 

・長々と自分の体験を話してしまわないよう注意して話す。 

「「セセッッシショョンン 相相談談内内容容」」ののねねららいい

・治療選択に迷っている利用者に対してピアとしてどのような寄り添い方ができるか。 
・医療介入にならないようなアドバイスや経験を伝えることができるとよい（自分はどうやって治療を決

めたか）。 
・妹さんの治療に対する考えや免疫療法のクリニックなど、ピアとしては「ダメ」と言いたくなる内容の

相談にどうこたえるか。 
・推奨は NGだが、妹さんの気持ちはよくわかると言ってあげたい。 

「「セセッッシショョンン 相相談談内内容容」」ののねねららいい 
・娘（息子）からの相談。家族の気持ちや思いにどう寄り添うことができるか。 
・近医に対する不満に同調はせず、気持ちはわかると言えるか。 
・なんとか父親を説得したいという家族に、治療は厳しく辛いことを知っている、緩和ケアの重要性も

知っているというピアの立場でどのような話ができるか。 
・沈黙に対してどう対応したか振り返る。 
 

「「セセッッシショョンン 相相談談内内容容」」ののねねららいい

・配偶者からの相談。あえて血液がんを取り上げたシナリオ。 
・あまりにも急な展開で、家族も戸惑っていることを理解した上で、慎重な対話を進めていけるとよい。 

・血液がんの場合は、時間単位、日単位で病状が推移していくことがあると知らず、「すぐに治療開始

とは考えられない、セカンドオピニオンでじっくり治療を選択するのがふつう」など、固形がんの治療

の時間軸での不用意なアドバイスをしないよう注意が必要。 
・このシナリオで血液がんを取り上げた背景について、進行役または、ファシリテーターのうちの医療

者から簡単な解説をしてもらうとよい。 
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(2) がんサポートグループ企画運営者のための研修会(2024年10月19日)フライヤー 

がんサポートグループ
企画運営者の
ための研修会

がんサポートグループ
企画運営者の
ための研修会

無料
参加費

令和6年度 厚⽣労働省委託事業
がん総合相談に携わる者に対する研修事業

お申込み・お問い合わせ先

会場：TKP⾦沢新幹線⼝会議室
 （⽯川県⾦沢市 JR⾦沢駅 徒歩2分）
WEB：Zoom Meetingを使⽤

2024年10⽉19⽇(⼟)

 『がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針』では、がん相談⽀援センターに「がん患者及びその
家族が⼼の悩みや体験等を語り合うための患者サロン等の場を設けること」が必須とされ、各施設で取
り組みが進められています。医療関係者と患者会等が共同で運営するサポートグループや患者サロンの
定期的な開催、患者会活動に対する⽀援、あるいはピアサポーターが中⼼となり運営されるプログラム
など、すでに様々な取り組みが⾏われています。

 本研修は、がんに関連するサポートグループを運営するための基本的な知識や技術を、講義や動画・
ロールプレイを通して実践的に学習します。またグループワークでは、各施設のサポートグループの課
題を共有し、解決策を検討します。がん患者と家族が⾃分らしく暮らせるための効果的なサポートグル
ープの企画・運営をめざしましょう。

がん診療連携拠点病院等でがん相談⽀援に携わる医療者
看護師、  MSW、  ⼼理職、医師、  薬剤師等
※1⽇を通して参加できる⽅および事前・事後のアンケートを提出できる⽅

ハイブリッド開催

開催⽇

開催⽅法

対象

お申込み
⽅法

厚⽣労働省委託事業 がん総合相談に携わる者に対する研修事業
⽇本サイコオンコロジー学会  委託事業事務局

TEL :04-7134-6986 ✉ i nfo@peer-spt .org HPhttps : / /www.peer-spt .org/

 10:00〜17:00

WEB上でお申込みください。

申込締切：2024年9⽉1⽇ (⽇)17:00
https : / /ws . formzu.net /d is t /S95250514/

令和6年度第1回令和6年度第1回
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評価編
（研修前 9/13-9/29)

⾃施設の取り組みの振り返りのアンケート
  (受講者について、⾃施設のサポートグループについて、
  ⾃施設のサポートグループの評価、評価の感想)

講義編
(10/19(⼟)10〜12時)

がん患者の⼼理社会的⽀援
がんサポートグループとは
がんサポートグループの⽅法：形態や⽬的
ファシリテーションの基本スキル
多様なニーズへの対応（起こり得る事例）
動画で学ぶピアサポーターとの協働 

実践編
(10/19(⼟)13〜17時)

基本的なコミュニケーションスキル
動画で学ぶファシリテーションの実際
ロールプレイ(ファシリテーター体験)
企画・運営に関するグループワーク

終了後アンケート
(研修後 10/19-11/1) 振り返りのアンケート

令和6年度 厚⽣労働省委託事業 がん総合相談に携わる者に対する研修事業
がんサポートグループ企画運営者のための研修会（令和6年度第1回）

研修前〜当⽇までのプログラム

留意点・お願い
◆留意点

応募者多数の場合は選考を⾏います。結果を申込時のメールアドレス宛に選考結果を連絡しますので  ＠
e a s t . n c c . g o . j p  からのメールが受け取れるように設定をお願いします。

◆WEB参加の⽅へのお願い
研修会当⽇、ご⾃⾝でインターネット・ZOOMにお繋ぎください。接続に関するサポートは⾏いませんので予
めご了承ください。当⽇は多くの受講者が⾒込まれますので、余裕をもってご⼊室をお願いいたします。
同⼀施設から複数⼈で申し込まれた場合、1⼈ずつの申込、当⽇は1⼈1端末での参加をお願いいたします。
研修当⽇は、安定したネットワーク環境で受講してください。周囲の騒⾳が気になる環境下で受講せざるを得
ない場合は、イヤホンやヘッドセットの着⽤をお願いいたします。徒歩あるいは電⾞や⾃動⾞などで屋外を移
動しながら受講することはお控えください。

⇧動画で学ぶ
ピア・サポーターとの協働

⇧動画で学ぶファシリテーションの実際

◆回予告◆ 令和6年度2回の「がんサポートグループ者のための研」は
2 0 2 5年2⽉1 1⽇ (・ )   ハイブリッド開（現地場東都内）

お申しみ期間は2 0 2 4年1 2⽉上旬〜2 0 2 5年1⽉上旬を予しています。

※修了証を全員に発⾏いたします。なお、①事前評価(⾃施設の取り組み振り返りのアンケート)の提出、②会場/ZOOMの
出席・視聴記録で当⽇の出席③終了後のアンケートの3点が確認できた⽅に限ります。
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(3) がんサポートグループ企画運営者のための研修会(2025年2月11日)フライヤー 

がんサポートグループ
企画運営者の
ための研修会

がんサポートグループ
企画運営者の
ための研修会

無料
参加費

お申込み
⽅法

WEB上でお申込みください。

申込締切：2025年1⽉5⽇(⽇)17:00
https : / /ws . formzu.net /d is t /S37962194/

令和6年度 厚⽣労働省委託事業
がん総合相談に携わる者に対する研修事業

お申込み・お問い合わせ先

 『がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針』では、がん相談⽀援センターに「がん患者及びその
家族が⼼の悩みや体験等を語り合うための患者サロン等の場を設けること」が必須とされ、各施設で取
り組みが進められています。医療関係者と患者会等が共同で運営するサポートグループや患者サロンの
定期的な開催、患者会活動に対する⽀援、あるいはピアサポーターが中⼼となり運営されるプログラム
など、すでに様々な取り組みが⾏われています。

 本研修は、がんに関連するサポートグループを運営するための基本的な知識や技術を、講義や動画・
ロールプレイを通して実践的に学習します。またグループワークでは、各施設のサポートグループの課
題を共有し、解決策を検討します。がん患者と家族が⾃分らしく暮らせるための効果的なサポートグル
ープの企画・運営をめざしましょう。

がん診療連携拠点病院等でがん相談⽀援に携わる医療者
看護師、�MSW、�⼼理職、医師、�薬剤師等
※1⽇を通して参加できる⽅および事前・事後のアンケートを提出できる⽅

対象

会場：AP東京⼋重洲(JR東京駅�徒歩6分）
WEB：Zoom�Meetingを使⽤ハイブリッド開催開催⽅法

2025年2⽉11⽇開催⽇ �10:00〜17:00(⽕・祝)

厚⽣労働省委託事業 がん総合相談に携わる者に対する研修事業
⽇本サイコオンコロジー学会�委託事業事務局

TEL :04-7134-6986 ✉ i nfo@peer-spt .org HPhttps : / /www.peer-spt .org/

令和6年度第2回令和6年度第2回
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評価編
（研修前  1/15-1/27)

⾃施設の取り組みの振り返りのアンケート
  (受講者について、⾃施設のサポートグループについて、
  ⾃施設のサポートグループの評価、評価の感想)

講義編
(2/11  10〜12時)

がん患者の⼼理社会的⽀援
がんサポートグループとは
がんサポートグループの⽅法：形態や⽬的
ファシリテーションの基本スキル
多様なニーズへの対応（起こり得る事例）
動画で学ぶピアサポーターとの協働�

実践編
(2/11  13〜17時)

基本的なコミュニケーションスキル
動画で学ぶファシリテーションの実際
ロールプレイ(ファシリテーター体験)
企画・運営に関するグループワーク

終了後アンケート
(研修後  2/11-2/24) 振り返りのアンケート

令和6年度 厚⽣労働省委託事業 がん総合相談に携わる者に対する研修事業
がんサポートグループ企画運営者のための研修会（令和6年度第2回）

◆留意点
応募者多数の場合は選考を⾏います。結果を申込時のメールアドレス宛に選考結果を連絡しますので�＠
east .ncc .go . jp �からのメールが受け取れるように設定をお願いします。

◆WEB参加の⽅へのお願い
研修会当⽇、ご⾃⾝でインターネット・ZOOMにお繋ぎください。接続に関するサポートは⾏いませんので予
めご了承ください。当⽇は多くの受講者が⾒込まれますので、余裕をもってご⼊室をお願いいたします。
同⼀施設から複数⼈で申し込まれた場合、1⼈ずつの申込、当⽇は1⼈1端末での参加をお願いいたします。
研修当⽇は、安定したネットワーク環境で受講してください。周囲の騒⾳が気になる環境下で受講せざるを得
ない場合は、イヤホンやヘッドセットの着⽤をお願いいたします。徒歩あるいは電⾞や⾃動⾞などで屋外を移
動しながら受講することはお控えください。

⇧動画で学ぶ
ピア・サポーターとの協働

⇧動画で学ぶファシリテーションの実際

※修了証を全員に発⾏いたします。なお、①事前評価(⾃施設の取り組み振り返りのアンケート)の提出、②会場/ZOOMの
出席・視聴記録で当⽇の出席③終了後のアンケートの3点が確認できた⽅に限ります。

厚⽣労働省委託事業  がん総合相談に携わる者に対する研修事業
⽇本サイコオンコロジー学会�委託事業事務局

TEL :04-7134-6986 ✉ i nfo@peer-spt .org HPhttps : / /www.peer-spt .org/

研修前〜当⽇までのプログラム

留意点・お願い
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(4) がんサポートグループ企画運営者のためのフォローアップ研修会(2024年11月16日)フライヤー 

厚生労働省委託事業 がん総合相談に携わる者に対する研修事業

がんサポートグループ企画・運営者のための研修会 修了者向け

がんサポートグループ企画・運営者のための

フォローアップ

研修会

お申し込み・お問い合わせ先

申込

方法

からお申込みください。

申込期間 年 月 日 月・祝

参加費

無料

定員 名 予定

開催

方法

ハイブリッド開催
現地参加：アーバンネット神田カンファレンス

参加： ミーティングを使用

対象
～ 年度に 回開催された

がんサポートグループ企画･運営者のための研修会の修了者

年 月 日

～
土日時

研修
内容
予定

 事例検討 （グループワーク）
 好事例紹介・情報交換
～みんなどうしてる？
ピアサポーターとの協働：ピアサポーターも交えた情報交換～

04‐7134‐6986厚生労働省委託事業

がん総合相談に携わる者に対する研修事業

日本サイコオンコロジー学会 委託事業事務局

148

Ⅷ．資料集



お申し込み・お問い合わせ先

厚生労働省委託事業

がん総合相談に携わる者に対する研修事業

日本サイコオンコロジー学会 委託事業事務局

04‐7134‐6986

がんサポートグループ企画・運営者のためのフォローアップ研修会

当日のプログラム 予定 ～

事例検討 好事例紹介・情報交換

研修後の自施設の取り組みや困りごと、
ピア・サポーターとの協働などに関して
情報交換の時間を設けます。
また、がん診療連携拠点病院等で実際に
活動するピア・サポーターから活動事例
の紹介や、ピア・サポーターも交えたグ
ループワーク、情報交換の時間を設ける
予定です。

サポートグループのある一場面を事例
に、ファシリテーションの方法などに
ついてグループワーク・講義を行いま
す。

留意事項

応募者多数の場合は選考を行います。結果を申込時のメールアドレス宛に選考結果を連絡します

ので＠ からのメールが受け取れるように設定をお願いします。

修了証を全員に発行いたします（研修会会場への来場・ の視聴記録から、出席が確認できた

方に限ります）。

でご参加いただくにあたり

研修会当日、ご自身でインターネット・ にお繋ぎください。接続に関するサポートは行いません

ので予めご了承ください。

インターネットの接続環境が安定した状態で参加されることを推奨します。

現地会場のご案内

アーバンネット神田カンファレンス

最寄駅； 神田駅 西口（徒歩 分）、東京メトロ神田駅 番出口（徒歩 分）

〒 東京都千代田区内神田 アーバンネット神田ビル ・

アクセス：

みんなどうしてる？
ピアサポーターとの協働：

ピアサポーターも交えた情報交換
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